
安全配慮義務（弁護士　佐渡島　啓）
弁護士　佐渡島　啓

昨年１０月、とある企業内研修会で、安全配慮義務をテーマに講演をしてきました。

安全配慮義務とは、職場における労働者の安全と健康を確保する使用者の義務のことです。
例えば、業務中の転落事故で労働者が怪我をした場合、労災保険による保険金支給のほか、使用者が転落防止措置を十分に備えていなけれ
ば、労災保険では支給されない慰謝料等を使用者に直接賠償請求できることがあります。

この安全配慮義務違反は、過労死・過労自殺の事案でも問題になります。
使用者が労働者に長時間労働を課さないなど安全配慮義務を怠らなければ、過労死・過労自殺は根絶できるものです。

私も開催に関わった、昨年１２月の過労死等防止対策推進シンポジウム（埼玉会場）は約２００名の参加で大盛況でした。
今年も、使用者が安全配慮義務を尽くし、過労死・過労自殺をはじめとする労働災害が発生しない労働環境のために力を注ぎたいと思いま
す。

リース被害研究会＠福井（弁護士　月岡　朗）
弁護士　月岡　朗

去る１１月２１日に福井弁護士会館にてリース被害研究会が開催されました。

そもそも悪質リース被害とは、典型的には、複合機や電話機等のリースを受けていた事業主のもとに、販売業者が訪れ、「従前のリース料
よりも安くなる。」等と言い新たなリース契約へ勧誘しリース契約を締結させるが、実はリース料は従前のリース契約のリース料よりも高
額になっているという被害等を言います。

このような被害の結果、事業の継続が困難となる方も少なくなく、被害救済が必要とされています。
そこで、各地の弁護士が集まって被害救済の実務研究を重ねており、これがリース被害研究会です。

福井の研究会では、リース会社の請求を棄却した裁判例の報告、裁判での主張・立証方法の組み立て方等、実践的な議論が交わされました。
裁判や交渉で出役立つ理論的な情報も多く、充実した研究会でした。

今後もリース被害の撲滅を目指し、研鑽を重ねたいと思います。
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若者から若者への手紙 1945←2015（弁護士　南木　ゆ
う）
弁護士　南木　ゆう

戦後70年、戦争を体験した方から直接話を聞くことのできる機会は減ってきました。

92歳の私の祖母も、数年前から痴ほうが進み、現在ではほとんど会話もできません。
元気なうちにもっと話を聞いておけばよかったなぁと後悔していました。

折しも昨年、戦争を考えるきっかけになれば、と15人の戦争体験者の証言を紹介した『若者から若者への手紙 1945←2015 』
という本が出版されました。

祖母も5年ほど前に取材を受けていたようで、教師だった祖母が生徒を連れて集団疎開へ行った話、疎開先で玉音放送を聞いたときの感情
などが記されていました。
祖母の語り口が懐かしく、また貴重な証言を次の世代にもきちんと伝え、活かしていかなくてはと思いました。

住宅扶助費も減額に・・（弁護士　鴨田　譲）
弁護士　鴨田　譲

2013年から生活保護費のうちの生活扶助費が引き下げられ、現在さいたま地裁を含む全国各地の裁判所でその引下げの違憲性が争われ
ています。

そして、昨年7月、今度は家賃に相当する住宅扶助費が引き下げられました。
引下げの金額は地域によって異なりますが、埼玉県は全国でも引下げ額が特に大きく、2人世帯で言えば、さいたま市で月8000円、越
谷市、熊谷市などでは月10000円も下がりました。

しかし、国が示した今回の引下げの根拠は納得できるものではありません。
「もっと苦しい生活をしている人がいる」と低い方に合わせていけば、健康で文化的な最低限度の生活の水準は際限なく下がってしまいま
す。
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十分な根拠のない引下げには強く反対していきたいと思います。

新年の抱負（弁護士　竹内　和正）
弁護士　竹内　和正

いつからか仕事を言い訳に、たくさんのものを手放したり、あきらめたりするようになってしまった気がしています。

１０代の僕は、今の僕よりももっと強欲で、もっと自分に期待していました。もう少し格好いい大人になっている予定だったのです。

とにかく調子に乗らないように、「謙虚」という言葉を向かいの牧野先生の背後の壁に貼ってきましたが（事務局の方がちょくちょく目に
入る位置に移動させてくるのはどうしてでしょうか。）、今年は、謙虚な気持ちは忘れないながらも、少しだけ傲慢に、勢いを持って過ご
していきたいなと思っています。

毎年いろいろなことがおこりますが、今年もとてもよい年になる気がしています。

とにかく元気に、健康に、にこやかに毎日を過ごしていきたいと思います。

他者との対話（弁護士　谷川　生子）
埼玉総合法律事務所　谷川生子

原発事故後、福島から避難してきた依頼者のいる加須市に定期的に行っています。
騎西高校で避難生活をしていた頃からのおつきあいですが、あれから４年、落ち着いてきたとはいえ、今も故郷を想う気持に変わりはあり
ません。

悲しみを背負いつつ、その人は、加須でカフェを開いて避難者同士のコミュニケーションの場を作ったり、炊き出しをしたりして、精力的
に活動しています。
「（事故をきっかけに）たくさんの人に出会えた。」自ら人の輪を広げていくその人の行動力に敬服します。
他者と対話することで見えてくるものは、決して小さくないのでしょう。
私も身近なところから「対話」を実践したいと思います。
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日本労働弁護団幹事長を退任しました（弁護士　髙木　太郎）
弁護士　髙木　太郎

日本労働弁護団の幹事長を１１月７日の水上での総会で退任しました。
２年間の任期でしたが、安倍内閣の労働法制「破壊」の動きと重なり、集会をやったり、国会に行ったりに明け暮れました。
中でも今年５月１４日、日比谷野外音楽堂での集会、引き続く国会誓願デモに、労働３団体を含む多数の皆さんにご参加いただけたことは
望外の喜びです。

労働時間法制に関しては、企業によって奪い取られた「生活時間」を取り戻すという観点からの運動をつくり、育メンならぬ育ボス（育児
をする部下を積極的に応援する上司）プロジェクトの人たちとも関わり、企業内部から企業を変えるという手法とも連携ができることを実
感しました。

派遣法は改悪されてしまいましたが、運動の過程で、野党各党の国会議員ともお話しができ、安保法制で実現されたような共闘が他の分野
でもできることを実感しました。
また、派遣労働者の生の声を拾い上げることで、マスコミにも働きかけ、ともに必要な報道を実現するために動くこともできました。

私自身は、極めて元気で優秀な本部事務局の皆さんに引っ張られるように活動に参加してきただけでありますが、いろいろなことを学ばせ
ていただきました。
限られた時間の中で、必要な処理を進めていく能力はかなり進歩したものと思っております。

「幹事長」は降りましたが、「闘争本部長」という大仰な役職をいただきましたので、引き続き、労働分野での運動にも関わっていくこと
になります。
あわせて、全国の観点でものを見る経験をさせていただいたことを他の分野の活動にも活かし、業務についても限られた時間をうまく使っ
て精進して参ります。

これからもよろしくお願いします。

https://saitamasogo.jp/archives/67469
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歴史（弁護士　伊藤　明生）
弁護士　伊藤　明生

昨年からのNHKの朝ドラと大河ドラマの時代が，いずれも幕末から明治初期でした。

このうち明治初期のことは学校の歴史の授業でかじった程度でしたので，両替商など番組を視てて分からないことが多々ありました。
そこで幕末から明治初期に興味が湧き，調べていく内に財閥の形成の過程，米英の係わりなど，教科書には書かれていない考えを知りまし
た。
ご存じの方にとっては何を今更ということなのでしょうが，浅学の私にとっては，「びっくりポン」でした。

この時代の後，日本は戦争に突き進むのです。
今の日本に同じ過ちを繰り返させてはいけません。
若い夫婦に平和な未来を！

埼玉弁護士会「憲法と人権を考える市民のつどい」（弁護士　谷
川　生子）
埼玉総合法律事務所　谷川生子

＜掲載記事データはこちらをご参照ください＞
2015年５月21日（木），埼玉弁護士会主催「ほんとうにいいの？集団的自衛権～あなたが戦地に派遣される時～」と題する市民のつ
どいが開催されました。
埼玉弁護士会では，2013年12月以降，５回にわたり集団的自衛権行使反対を唱える市民のつどいを開催しています。

１ これまでの経過
2013年12月10日の集会は「なぜ，今『国防軍』なのか」と題し，元外務省国際情報局長の孫崎亨氏，ジャーナリストの半田滋氏を
ゲストに迎えました。

2014年４月９日には，12月の集会の第２弾として「なぜ，今『集団的自衛権』なのか」と題し，ゲストに半田滋氏と元内閣官房副長
官補の柳澤協二氏を迎えて開催しました。
この集会の参加者はおよそ600人で，国民の関心の高さがうかがわれました。
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同年７月31日の集会は，作家のなかにし礼氏，学習院大学教授の青井未帆氏を迎え，1,000人を超える参加がありました。
なかにし氏には「若者よ 戦場へ行くな」という自作の詩を朗読して頂きました。

同年12月４日は，映画監督の山田洋次氏，中央大学教授の植野妙実子氏を迎え，2500人収容のホールで開催しました。
若い世代の参加者がいつもより多く見受けられました。

毎回，参加を募るために，市民団体等のつどいの連携を図る努力をしています。
2014年４月の市民のつどいの準備段階で，埼玉弁護士会と市民団体との懇談の場を設け，協力を呼びかけたことが功を奏し，当日はい
つになく多くの市民の参加がありました。
以降，折に触れ，市民団体との意見交換の場を設けるよう努めています。

２ ほんとうにいいの？集団的自衛権～あなたが戦地に派遣される時～
(1) 今回は，大勢の参加を目指すよりも，若い世代の人々に呼びかけることに主眼を置いて，市民のつどいを開催しました。

集会の前半はイラク支援ボランティアの高遠菜穂子氏による講演，後半は同氏と，日本国際ボランティアセンター事務局長の長谷部貴俊氏，
前述の柳澤協二氏によるパネルディスカッションという二部構成でした。
高遠菜穂子氏はイラクで，長谷部貴俊氏は主にアフガニスタンでボランティア活動を続けておられます。

前半：高遠氏による講演
高遠菜穂子氏には，イラクの現状，対テロ戦争とは何か，等についてご報告頂きました。
イラク政府は対テロ作戦として武力行使しかないと考え，米国から武器の提供を受け，ISと同様の行為を繰り広げている，しかし，IS
の勢力拡大の要因を検証しないまま闇雲に武力を訴えたところで成功はしない，むしろそのイラク政府の対応が憎しみの連鎖を生み，さら
にISの勢力を大きくしている，という構造について解説して頂きました。

また，ISの残虐行為はメディアに取り上げられてもイラク政府のしていることは取り上げられず，国際社会が事態を放置したことにより，
さらにISが勢力を増していったことについて，映像を交えながらお話し頂きました。
その上で，対テロ作戦として武力行使一辺倒の国際社会を見て、日本だけ平和ではまずい，集団的自衛権を行使して国際貢献しよう，とい
うやり方はおかしいと指摘されました。

そして，情報鎖国の状態を克服し，「戦争をしない国」にとどまらず「戦争を止める国」づくりが必要であり，しかもそのための具体策を
講じなければならないとの訴えで講演が終わりました。

後半：パネルディスカッション
後半のパネルディスカッションは，長谷部貴俊氏と柳澤協二氏にそれぞれ短時間ご講演頂いた上で，始まりました。

長谷部氏からは，アフガニスタンの現状が，どこが戦争状態なのか，どこに敵がいるのかを見分けることも不可能なメチャクチャな状態で
あること，武器を保たず軍と関わらないことが身の安全を守る方法であること，日本が紛争地に軍隊を出せば間違ったメッセージが中東諸
国に伝わることなどをお話し頂きました。



柳沢氏は，安保法制，新ガイドラインの中身の特徴は，日米が政策的に一体化していくこと，自衛隊が軍隊になること，と指摘した上で，
集団的自衛権を使わず他国の余計な戦争に関わらなかったことが70年間の平和の理由であり，今その抑制的な専守防衛の防衛政策が変え
られようとしていることについて，もっと議論が必要であるとお話しされました。

パネルディスカッションでは，集団的自衛権の行使容認がイラクやアフガニスタンでボランティア活動を続ける日本人に与える影響，今の
メディアのあり方，また情報を受け取る国民側の問題点，等について意見が交わされました。
日本の持つ平和のイメージは，まだ国際社会で失われておらず，積極的に和解の仲介役としての役割を果たすべきであり，武力行使の他に
なすべきことはまだまだ沢山ある，というのがパネリスト共通の意見でした。

(2) 本集会への参加は480名，圧倒的に年配の方が多かったとはいえ，若い世代の参加も見られました。
情報鎖国の状態を嘆くばかりでなく，英語を習得して自ら積極的に情報を集めること，このようなときだからこそ海外に出て客観的に自国
を見つめることの必要性を訴える高遠氏の言葉は，参加者の心に響いたと思います。
どこか遠い世界の事のように感じる戦争ですが，日本人が見知らぬ外人の人々から憎まれ，暴力の標的となる日が近づいている，と誰もが
感じたのではないでしょうか。

今後も市民集会に限らず，様々な形で市民の方に訴えかける活動を続けたいと考えております。

トリクルダウン（弁護士　髙木　太郎）
弁護士　髙木　太郎

昨年の流行語大賞候補に、「トリクルダウン」という言葉がノミネートされました。
富裕層・大企業を儲けさせれば、やがてそのお零れがしたたり落ちて、日本全国豊かになるという考え方で、安倍首相の経済政策アベノミ
クスの基本はこの考え方です。
消費税増税で庶民から金を吸い上げ、法人税減税（恩恵を受けるのは大企業など利益を上げている企業のみ）で強者をさらに富ませるのも
これです。

アベノミクスは、労働分野では単なる規制破壊です。
労働者の命と健康と生活を守る規制を破壊すれば、企業が労働者を使いやすくなる、世界一活動しやすくなるとして、あらゆる労働分野で
の規制破壊が進められようとしました。

手始めにやられたのが、有期雇用の５年間での無期雇用への転換ルールを「専門的労働者等」には１０年にする有期雇用特措法案、派遣期
間の実質的な無期化を企てる労働者派遣法改悪案でした。
国会は自公が圧倒的多数ですから、早期成立すると思いました。

https://saitamasogo.jp/archives/65401
https://saitamasogo.jp/takakitaro


それでも、労働弁護団は、アベノミクスの破綻は近い将来必ず訪れるから、それまで頑張れば、改悪を阻止できるとして、全国に大運動を
呼びかけました。
野党（民主、共産、社民）は一致して両法案に反対、労働組合もあらゆる組織が反対しました。
そして、２０１４年中の国会では派遣法改悪案は成立を阻止することができました。

さて、実際には、富裕層は利益を貯め込み、庶民の懐は温かくなりませんでした。アベノミクスの破綻は、２０１５年には誰の目にも明ら
かになるはずです。
安倍政権は、その前に、総選挙に打って出ました。結果は・・・。

労働弁護団幹事長職を今年１１月の総会まで務めさせていただきます。
労働者の権利実現のために、昨年に引き続き、頑張ります。


